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主主さと真正さとを西洋の芸術を変える企てに利用しようとする行為jであると定義される 80
そして、 ITm~.羊の芸術を変える企て J に利用された植民地の美術が、 20 世紀美術における「プ
リミテイヴ・アート」を構成している九プリミテイヴイズムは西欧文明を基準として、対象
がどれくらい「プリミテイヴ」であるかを時間!旬、空間的に測る他者観であるため 10、作家や
作品の立ち位置よって「プリミテイヴ」と称される対象との距離!惑が呉なってくる。大久保恭
子が u(プリミテイヴイスム〉と(プリミティヴイズム〉一文化の境界をめぐるダイナミズムJ
(2009)でフランス認のプリミテイヴイスムと英語のプリミティヴイズムにおける射程の差異
を論じたように、四IZ7(文化l習においても作家や作品の立ち位置によって「プリミテイヴ」と見
なす対象との距離に差が生じ、プリミテイヴイズムの射程に多様性が生まれている。このよう
に、時代や地域、作品によって、その色合いを変える関係性の概念であることが、近代美術に
おけるプリミティヴイズムの特般の一つであると言えるだろう。 20世紀におけるプリミティ
ヴイズムの誕生には諸説あるものの、大久保恭子によると、 1905年前後にフォーヴの作家た
ちによって「黒人アフリカ美術」が「発見」されたことは間違いないという iio 以後、プリミ
ティヴイズムは20世紀前半の欧米美術界において広く共有され、フォーヴイスム、キュビスム、
ドイツ表現主義、シュルレアリスム、アメリカ抽象表現主義などが、各々の形で「プリミテイ
ヴ・アート」からの影響を美1íl~f運動や作品に反映させている。 関連する美術潮流が多段で、ある
ことからも、 20 世紀前半の西洋近代美術におけるプリミティヴイズムは、前衛 I~!S な美術の発
展に欠かす事の出来ない要素を担っていたことがうかがえる。
また、問l玖近代美術におけるプリミティヴイズムヤ「プリミティヴ・アート」を考察するに
あたって、各美術思潮への影響や個々の作家の趣向だけではなく、持物館や美術館における展
示との関係も重要である。ロパート・ゴールドウォーター (RobertGoldwater， 1907-1973) 
は20世紀近代美術において「プリミテイヴ・アートjの影響が生じたのは突然の出来事では
なく、万四時覧会の実施や民族学博物館の整備と発展といった、 19世紀から続く展示の歴史
があって生じた事象であると分析している 120 博覧会の実施や博物館の整備によって、一般市
民も典文化の造形物を鑑賞'できるようになり、美術家に影響を与えるに十分な素材がヨーロッ
パやアメリカでも鑑賞可能となったことが、四i玖近代におけるプリミティヴイズムの発展には
欠かすことのできない前提となっている。そして、美術作家によるアフリカ美術のコレクショ
ンや近代美術における「プリミティヴ・アートjの影響が広く知られるようになると、陣覧会
や I~よ物館で「資料」として展示されていた「プリミティヴ」な地域の作15l は、アート・ギャラ
リーで取引され、美術館で展示されるようになった。「プリミティヴ・アート」と称される作
品は、植民地からやって来た珍奇なモノから民族学的資料へ、そして 20世紀前半の近代美術
に影響を与えた「プリミティヴ・アート」へと姿を変え、ヨ一口、yパやアメリカでの美術館や
博物館で展示されていく経緯を辿っている 130 この変遷を生み出した主体は西洋中心主義的な
眼差しであり、 1良差しを受ける「プリミティヴ・アート」に選択肢はほとんど残されていなし ¥0
一方向の政治的な限差しを内包するプリミティヴイズムの力学は、 1984-:-i'1三にニューヨーク近
代美術館で開催された“Primitivism"in 20lh Centuη Art: Affinity 01 the T門Obaland the 
JVlodenz (1984-1三9月27Efから 1985年 l月 15[=!)で明らかとなり、美術関係者以外からも
多くの議論を呼んだ 140 この展覧会がきっかけとなり、美術館や陣物館における「プリミテイ
I:i本におげる近f仁美術と[J卓会i沙諸引の開張t-1960 ゴド f寝技の IIJ~ b支給からJ)Jf:を事例に 43 
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日本におけるプリミティヴイズムの状況について言及していないという点は、当時の日本にお
いて「プリミティヴ・アート」から影響を受けて作品を制作する作家がほとんどいなかったこ
とを示してもいるだろう。瀧口は「原始芸術の今日J(1960)のなかで、日本には「これまで
原始芸術の展観がたえてなかったJと述べていることからも、 1950年代までの日本の美術界
において、プリミテイヴイズムヤ「プリミテイヴ・アート」はほとんど注視されて来なかった
:1犬j兄がうかがえる。
2. Ef本的プリミティヴイズム概念の成立-岡本太郎の事例から
戦前の日本においてプリミティヴイズムや「プリミテイヴ・アート」に関する議論がほとん
ど注目されて来なかった様子は前節で雌認した通りであるが、 1950年代になると西洋のプリ
ミティヴイズムに関する情報の総入だけではなく、日本の祝点に立ったフリミティヴイズムの
議論が徐々に増えていく。そのきっかけとなったのは 1952年に岡本太郎が雑誌『みずゑJで
発表した「四次元との対話 縄文土器論」である。木下直之は岡本太郎が提唱する「縄文土
器論」が「プリミティヴ・アート」の概念を日本に伝達するにあたって、大きな役割を果たし
たと指摘している 220また、市川政憲は 1954i:!三に「現代のli艮」シリーズ展が開始する 2年前に、
岡本太郎が「縄文土器論J(1952)を発表したことを関連づけて、「近代美術館の『現代のIIUは、
そうしたなかで生まれたもの」と考察している 210そこで本節では日本での「プリミテイヴ・アー
ト」理解の先駆けとなった岡本太郎の「縄文土器論J(1952) を分析し、 1950年代の日本にお
けーるプリミテイヴイズムと「プリミティヴ・アート」受容の動向、そして日本におけるプリミ
テイヴイズムの萌芽について検証する。
1930年代をパリで過ごした!河本太郎は、パリの人類博物館 (Museede l'I-Iomme)にて「未
I'JF美術」、「プリミテイヴ・アート」との出会いを果たしている
2/1
0 1938年からパリ大学で、民
族学者のマルセル・モース (MarcelMauss， 1872-1950)の指導のもと民族学を学び始めた岡
本太郎は、人類i専物館で見たヨーロッパとは異なる文化圏の作品に対し「絵とか芸術などとい
う分化された仙i値税を根底から引っくり返す、宇宙的な存在感」があったと回想しているへ
しかしなカtらこの名は、イ乍品iljJイ乍にはi査結していなかったようだ。岡本のノfリ1寺1-tのイノ1:品で
:m在もi在認、できるものは限られているが、 1937年にノ'¥J)で出版された作品集OKAlv10TOに
掲11主されたイ乍品を{確認する限り、アフリカやオセアニアの「プリミティヴ・アート」の造31~ を
モチーフとして作品に取り入れたりする傾向は見られないお。 抽象的で幻想的な作風から、ァ
プストラクシオン・クレアシオンやシュルレアリスムからの影響の方が強かった様子がうかが
える。また、パリ大学で民族学を学んでいた 1938年から 1940年まで、岡本は「意識的に画壇
から身を引くように努力し」ており、大学で、民族学を学ぶという美術作品の制作とは異なるア
プローチによって、芸術や画家としての在り方などを模索していたという 270 Iプリミティヴ・
アート」に感銘を受けた時期と学問に逝進していた時期が重なっている点も、プリミテイヴイ
ズム風の作i完iが残されなかった-1玉!となっているだろう。しかしながら、岡本がパリ大学で、志
した学術的探求は、第二次i企界大戦の激化とドイツ寧がパリへ侵攻することによって中断せざ
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るを得ない状況となり、岡本は 1940年に日本へ帰国した 280帰国後は日本で、美術活動を再開
したが、徴兵によって仁|コ国に派遣されたため、再び、岡本の活動は中断された 290 太平洋戦争の
終戦後、 1947年に中国から日本に帰国した岡本は、 1948年に花田清輝らとともに「夜の会」
を結成し芸術活動を再開する。戦後 I~丹もないアヴァンギャルド芸桁の活動成果は、画文集『ア
ヴァンギヤルドj(1948)や『アヴァンギャルド芸術j(1950) に示され、パリでの経験に基づ
くアヴァンギヤルド芸術論や対極主義が表明されている。 1940年にパリから帰国後すぐに徴
兵された岡本には、パリ時代を振り返る時間が十分に確保することができなかった。よって、
終戦後に執筆されたアヴァンギャルド芸術に関する論考が、パリ時代のまとめと、戦後の日本
で、の活動の土台となっている 300
そして、 1951年 11月に東京国立博物館を訪れた岡本は、縄文土器と出会う。東京国立博物
館でイ屯文土器を初めて見て心を強く動かされ、「私の日本を発見し」、「これこそわれわれのと
りもどさなければならない、根源的な !:=I本なのだと思ったJ31と岡本はその感動を述べている。
縄文土器から受けた感動をもとに執筆された「四次元との対話 縄文土器論J(1952)では、
それまでは美術関係者からほとんど顧みられることのなかった縄文土器を、美術作品として鑑
賞する視点を提示している点で当時の美術論の中で際立っている :120 岡本は「四次元との対話
一縄文土器論J(1952) において、縄文土器が持つ表現力の豊かさを、土器に施された装飾を
詳細に描写することによって伝えている。そして、縄文土器の装飾は、制作者の世界に対する
率直な反応であり、縄文人が体感する世界観を空間的に表現していると分析している。また、
狩猟文化に生きる縄文時代の人々にとっては、生活の行動が生死と直結していたため、当時の
人々の生活やi企界的1を率直に表現する事は、生命を表現することでもあった。『日本の伝統j
(1956) において河本は、空間性の問題に取り組んだ 20世紀の彫刻家であるリブシッツ、ゴン
ザレス、ジャコメッティと縄文土器を比較し、縄文土器の力強し E表現がより優れたものと評価
しているお。 20世紀の近代彫刻家と縄文土器を比べることで、縄文土器の表現が現代にも通
じるものであることカf強調されている。
「縄文土器論J(1952) はプリミティヴイズム論や「プリミティヴ・アート」論であると明記
されているわけではないが、民族学と美術史が作りあげた「原始美術」の概念は、岡本太郎の
縄文土器論によって日本に紹介されたと木 F直之は指摘している 340 岡本自身は「問題をぶつ
けたら、だんだん共感する人がで、てきて、それから 4、5年してから、1:=1本美術史のなかに、
はいり始めた。そしてやがて弥生よりもはなぱなしく、大きく扱われるようになった。だからぼ
くが縄文の発見者ということになった」と、縄文土器の扱われ方の変化について回想してい
るお。「縄文土器論J(1952)が民族学と美術史によって作られた「原始美術」の概念を伝えた
と言われる理由の一つに、岡本が縄文土器の表現を分析するにあたって、縄文時代の社会や文
化、宗教なども参照している点が考えられる。岡本は縄文土器との感動的な出会いの後、考古
学を専門にする友人に助けてもらいながら考古学的に縄文時代の造形物を学び、縄文l時代の社
会の変遷についても勉強をしているへ岡本が芸術家として持ちえている鑑賞力に加えて、学
術的に裏付けられた知識によって、岡本が描写する縄文土器の魅力が生き生きと表現されてい
る。
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縄文土器の最も大きな特徴である隆線紋は、激しく、鈍く、縦横に奔放に躍動し展開する。
その線をたどっていくと、もつれては解け、混沌に沈み、忽然、と現れ、あらゆるアクシ
デントをくぐり抜けて、無限に'怪奇し逃れていく。弥生式の土器が穏やかな均衡の仁!こlに
おさまっているのに対して、明らかにこれは移動する民族のアヴアンチュールである 370
見たままの美的な視覚的な側面にのみ注目するのではなく、表現の背後にある社会や文化、宗
教なども参照し、そこから当時の人々の精神や心性を推し量りながら表現の恨斡を理解しよう
とする岡本の姿勢には、 1938年から 40年の悶にパリ大学で、民族学を学んだ経験がいかされて
いるのではないだろうか。また、「本当に私たちの生活感情にとけ込んだ、現実に立Jjt;l1した」
芸術を目指す岡本にとって浴、縄文時代の社会や文イヒ、生活やそこに生きる人々が感じていた
狩猟の躍動感や恐怖を思い起こさせる縄文土器の表JIは、アヴァンギヤルド芸術が自指すべき
理想の表現でもあった。そして 20世紀を生きる岡本が縄文時代の土器に心を動かされたとい
う事実が、異なるl時代を生きる人々の心を動かすーほどの強い生命力を伴った表現の証しとなっ
ている。
また、縄文の「発見」を日本的なプリミティヴイズムであるならば、それは!司じ空間におい
て時間的距離を遡るという特徴を持つこととなり、その構図は「未!?目」の美術を「プリミテイ
ヴ・アート」の代表事例とする 20陛紀の西洋美術におけるプリミテイヴイズムとは少し株相
を異にしている。 向田温司はいわゆる「未聞」の民族美術や植民地主義との他者関係として現
れる「空間的な投影」とは異なるプリミテイヴイズムとして、 [1時間的な投影としての〈プリ
ミテイヴ)Jがあると指摘しているへ日本美術の始まりと位置づけられた縄文時代まで時間
的な距離を遡り「プリミテイヴ」なものを探求する何本のプリミテイヴイズムは、古いH寺代の
作i見に「現代のn艮」からみて共通する感覚を発見することができるならば、その経験は文化的
なアイデンティティを支えるものとなるだろう。また、 1940年にフランスから日本へ帰国を
決意した際、「本当に社会にぶつかるには、日本人として、日本に帰ってやるべきだJと確信
したという岡本は 10、制作者が生活する時代や地域に限定された中で生まれる表現に注目して
いるjio岡本は「民族性と世界性J(1957) という論考のなかでも、グローバル化が進む時代
の中で「地方色Jを失ったとしても、その土地に居住する人々が「生活している素朴な現実J
があり、土地に根ざしたこの現実を表現することが「ローカルなリアリティ」となると述べて
いる。そして、現実に対する反応を芸術的に社会に働きかけることが、「芸術の本質であり、
リアリズムである」と主張しているぺこのような考えに立つと、縄文土器は縄文時代の日本
でしか創作され得ないものとして認識されるだろう。また、縄文土器が表現する文化や宗教も
芸術的な要請から求められたテーマではなく、生活そのものの表現であったことを考えると、
縄文土器の制作者は土器の装飾を通してローカルな問題に対する芸術的なリアクションを行っ
たと言えるだろう。縄文土器の装飾表現の制作態度に倣う場合、眼差しの主体となる制作者自
身が今日的な事柄に対ーする自身の感覚を研ぎ澄まし、反応に向き合う必要がある。これらの過
程を経る結果として、f!ilj作者は今日における芸術家としての立ち位置を維認することとなる。
純文土器を機jl!ilとするプリミテイヴイズム的な考えは、 1寺問的投影においては現代の日本人に
速なる文化の根源を確認する作業となり、縄文土器の装飾表現のfjJI作態度を倣うにあたっては
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代のliミ-)京始美術から」展に合わせて開催された同本太郎による講演の内容を掲載した「原
始と現代j(1960) という記事に掲載された写真では 1:)，1原始美術」と並んで凶洋近代美術に
関連する写真が展示されている様子がイiV~認で、きる。織物作品の展示を中心に収めたこの写真の
説明には「左からタバ(ニューギニア)、イカット織(セレペス)、同(フイリッピン)、その
右はモヂリア二、クレー、ブランクーシ、ボードマーの写真パネルJと説明がつけられている。
これら近代美術家の写真パネルはおそらく作家の「プリミティヴ・アート」コレクションの写
真であると思われるが、 4枚の写真ノマネルとその隣に展示された織物作品の間に、はっきりと
したヰI~I 関関係を確認することはできな \;ìO この会場写真から、 20 世紀前半の芸術家に関連す
る写真パネルも展示されていたことがわかったが、「プリミティヴ・アート」との類似を端的
に示すものではなく、 20世紀前半の美術との関係を示唆する程度に留まっていたのではない
かと考えられる。
また、「原始美術」作品の合間に、グラフイックデザインのパネルが飾られており、賞者
は「原始美術」だけでなく抽象的に彩られたグラフイツクアートも同時に自にすることになる 760
f!l1îられた個々のデザインは少しずつ異なるものの、幾何学的な区IJ1~ と色彩を組み合わせたデザ
インによって統一されている。多様な地域、年代、種類の「原始美Wi:jが集められた展覧会に
おいて、 1京始美術」の問に展示されたコンテンポラリーなグラフイツクアートが、展覧会全
体の統一感の演出に一役買っているようにも見える。また、「万長女王i美術」が展示される台座には、
ガラスのような透明な素材が採用されている。透明性という近代技術を象徴する素材と素朴な
「原始美術jを同時に展示することによって、近代性と「プリミテイヴjの不思議な共存を感
じることができるだろう 770 1現代の1良一原始美術から」展の展示構成は、建築家の菊竹清司1
(1928-2011) とグラフイ yクデザイナー の日::!中一光(1930-2002)が担当した 780 同時代のデ
ザイナーによって制作された展示デザインと「プリミテイヴ」な社会で、制作された「原始未開
美術」を会場内で混在させる展示の手法は、「原始未開美術」のなかに近現代にも通じる共通
の感覚への気づきを促したようだ。小JI正lをは「現代のi]良-)Jil始美術から」の展覧会評冒頭
のコメントでモダニスト~築家の菊竹とグラフイツクデザイナーの田中による「スマートな
ディスプレー」と「羽fしい感覚の演出」によって、「オセアニアを中心としたプリミティヴ・アー
トが非情に新鮮」で、「未 l~l!J 人たちの美術の表情が、大し 1 に愉'快だったJ と、展覧会を楽しん
だ様子を記している 790 小川iのコメントからは、展示の演出によって「プリミテイヴ・アート」
の新たな側面が見出され、「愉快」な気分になるほど「プリミテイヴ・アート」に対する心理
的距離が縮まった様子が伝わってくる 800 小)1の述べる「新しい感覚」とは、「今日の感覚」
に通じる美的11値を「原虫色i美術」のなかに発見したと言い映える事ができるのではないだろう
か。そして、時代や株式を超えた多様な作il品のなかに現代に通じる美的感覚を見出すことは、「現
代のH良」シリーズ展の趣旨に沿った理解でもある。建築家の菊竹ヤグラフイツクデザイナーの
田中による現代的な展示手法は、鑑賞者の「現代のm~j を聞かせる ~DjJ となり、「プリミティヴ・
アートjにとっては、本来の文脈とは異なる新しい文IJR上で、鑑賞されるための工夫となってい
たと言えるだろう。
鑑賞の具体的な比較のポイントが示されていないことによって、美術館が与える知識や案内
日本における近代美術と「原始美術」の関係性 1960 年f)n代の1良一以始美術からj展を事例に 53 
に配慮せず鑑賞する自由を与えられた来場者たちは、作品そのものから伝わってくるエネル
ギーや存在感、生命力を十分に感じ取ったようだ。造形作家の山口勝弘(1928- )は「現代
の限-原始美術から」展を見て、「それらは直接、私のこころのこl:!へ飛び込んでき」、「生き生
きとした生命力のようなものが迫ってくる」と、展覧会の感想を述べている針。また、彫刻家
の建畠党造(1919-2006) は「われわれの未開芸術への共感は、生の衝動に対ーする直接 1~I<J な
表現の魅力につながって発動する」と述べているヘ山口と建畠による「原始美術」に対ーする
感想からは、「原始美術」あるいは「未開美術」の魅力は生の表JiI.にあり、近代美術の技法や
株式の発展につながる特定の事柄ではなかったことがわかる。また、小川正隆は「原始
がクレーやシュルレアリスムなとεの近代美術作品を連想させること }-J，J二に、「ほとばしるよう
な生活力、生命力がそのまま自然に凝固したと思われるようなかたちJに鷺模したと述べてい
~ 83 
ζ) 0 
生の表現に対する共感は、美術雑誌における「原始美術」特集においても表れている。例え
ば、 1960 年 8 月の『みっとゑJ に掲載された本 1~，11正義(1916-2001)の「アク・アクと原始美術」
では、「現代の1良一原始美術から」展でアク・アクという精霊に出会い、アク・アクとの
によって「原始美術」の理解を深めるという設定で展覧会評が記されている出。展覧会会場で
の精霊の出現は、本1，¥]が「原始美術」の表現から人間の時空を超えた生命力を感じとった託し
だろう。また、 1960 年 10 月に I:~;:~ I時増刊号として発売された『美術手!IJI~lj は「未開からの挑戦」
という「原始美術」の特集を組んでいる。この特集増刊号は「現代のIlR-原始美術からJ 終
了後に発行されたものであるが、 -111-全てが「原始美術」の特集となっていることから、 1)万〔
始美術」に対する期待の高さがうかがえる。特集号の最初には、仮iHや彫刻作品がとりあげら
れている。ポートレイト風の写真やクローズアップの写真も多く、一頁に一つの作品を大きく
掲載することもあり、作品の表情を詳細|に観察することができる。資料としてではなく、 f支え
て作品の人間的な表情を引き出そうとする表現の工夫から、生き生きとした仮而や彫刻の印象
が伝わってくる。「原始美術」から受ける美的な ~ilji放とは様式や造]1:;の模倣で、はなく、生命!誌
の表現に焦点が置かれていたようだ。
市川政憲が「現代の1良Jシリーズ展が生まれた背景には阿木太郎の「純文土器論J(1952) 
があると指摘しているように、古い|時代の{乍品や「未Ij目」地j或のイノ行品にJ!1-(に通じる感党を見
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代の1良一j京始美術からJ(1960)展において行った「原始と現代」という題目の講演会のl干lで、
「原始芸術」は「美的高官niではなく、生活があふれて作られている」ため、「生命感」をみるこ
とができると述べている。つまり、美術に JJLれる流行の表現において他の WjJ~代や地域の作ljill と
の共通点や差異を見出すのではなく、制作者の属する文化や社会、生活を想像させるような表
現こそが、「原始」や現代を問わず共通する生命の表現として推奨されていると言えるだろう。
1m次元との対話-縄文土器論J(1952)のなかでも、岡本は縄文1寺代の人々の生活を参照しな
がら、縄文土器の装飾について詳細にJ前写しており、世界に対する率直な反応の表れとしての
純文土器の装f!iji表現を評filしている。近代美術の特徴を描写する)刊誌をmviて比較のポイント
を示すのではなく、「時代や株式を超えて、今日の共感をよぶもの」と「生命力の表現Jを展
示することを目的とする 13克代のIRJ展は、岡本が捉えるプリミテイヴイズムを踏襲する考え
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20世紀の近代美術の発展において、プリミティヴイズムや「プワミテイヴ¥
そ占めている。しかしながら美術の近代化を保進してき
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再三太郎が il三に発表しfニ
る「ブリミティヴ・アートj
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して、
した。これち
リミティヴイズムと
プリミティヴイズム認識として浮かび上がって来た。 1950年代の四散においてはすでにブリ
イヴイズムや「プリミティヴ・アートj概念成立の究が進む一方、司
況における「プリミティヴ・アート I立、 ilJiJ作への新しい動機を与えてくれるような出会いの
アートとして受容されていたと言えるのではないだろうか。しかしながら、環不された「プワ
，，/ / / 1" ...!小ペ、 νノ人|し¥I.Lヱミにおける制儲に関する理解は乏しく、訴しい芸術を作ち
山す叩ために利用するだけの対象となりかねない危うさも平んでいる点は留意する必要がある。
1引去復興のな いて、人間の生 という普
:逼 1~!<:Jな 1ílli仰に作の捺動力を イ イズムの理解が見えてくるつ「現代
らj において カヲ えられている
日本における近代美術と「原始美術」の関係性一 1960年「現代の眼ー原始美術から」展を・1例に 55 
おり、「原始美術」から受ける影響やその成果はすぐに現れるものではなく、どのような形で
表現されるかも予測しがたい状況にあったのだろう。文化的な復興と近代性の再創出の原動力
となった「原始美術」が、日本の近代美術の発展とどのように関連しながら姿を変えていった
のか、次の時代に続くプリミテイヴイズムの変化の検証を今後の課題としたい。
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